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endai city assemblyendai city assembly

　
　
　

県
議
会
や
関
係
自
治
体
の

意
思
を
尊
重
す
る
こ
と
が
第
一
。

議
論
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

◯
市
長
に
よ
る
現
場
視
察
の
考
え
方

◯
被
災
自
治
体
へ
の
支
援
と
連
携

◯
教
育
委
員
会
に
お
け
る
障
害
者

　

法
定
雇
用
率
の
未
達
成
理
由

◯
Ｂ注
４

Ｃ
Ｐ
の
取
り
組
み
の
進
捗

◯
町
内
会
活
性
化
に
臨
む
市
の
意
識

　
　
　

現
行
の
津
波
避
難
計
画
で

は
、
東
部
道
路
西
側
の
交
通
動
態

や
緊
急
時
の
行
動
心
理
な
ど
の
分

析
が
不
十
分
。
住
民
の
生
命
を
守

る
自
治
体
と
し
て
、
よ
り
実
態
に

即
し
た
想
定
を
す
べ
き
。

　
　
　

原
則
は
徒
歩
避
難
の
周
知

啓
発
を
継
続
し
つ
つ
、
実
際
の
交

通
量
に
基
づ
い
た
想
定
に
つ
い
て

は
十
分
に
検
討
し
た
い
。

◯
東
北
復
興
の
た
め
の
音
楽
ホ
ー
ル

　
　
　
女
性
が
輝
く
社
会
の
実
現
に

は
、
時
代
の
動
き
に
合
っ
た
新
し
い

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
伺
う
。

　
　
　

来
年
度
か
ら
開
始
す
る
新

し
い
男
女
共
同
参
画
せ
ん
だ
い
プ
ラ

ン
に
女
性
活
躍
推
進
施
策
を
重
点
的

に
盛
り
込
む
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
行
政
効
率
化

○
教
育
改
革
に
対
応
す
る
情
報
教
育

○
い
じ
め
相
談
窓
口
の
充
実
強
化

○
復
興
を
契
機
と
し
た
市
民
協
働                                      

　
　
　

国
所
有
の
大
手
町
裁
判
官

官
舎
跡
地
を
、
青
葉
城
跡
の
景
観

を
守
る
観
点
か
ら
本
市
が
入
手
し
、

利
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　
　

財
政
状
況
上
、
買
い
受
け

は
困
難
で
あ
り
、
無
償
か
低て
い
れ
ん廉
な
価

格
で
の
自
治
体
へ
の
貸
与
・
譲
渡

は
法
令
で
用
途
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
内
に
本
市
で
の
利
用
の
有

無
を
検
討
し
、
結
論
を
出
し
た
い
。

○
仙
台
塩

港
の
利
用
促
進

　
　
　
外
国
人
住
民
が
、
生
活
ご
み

の
処
理
や
駐
輪
等
の
ル
ー
ル
を
守
ら

ず
、
地
域
社
会
と
の
間
で
摩
擦
が

生
じ
る
事
例
が
あ
る
が
対
応
を
伺
う
。

　
　
　

震
災
時
に
ご
支
援
を
頂
い

た
多
く
の
方
々
へ
の
恩
返
し
と
し

て
、
集
中
復
興
期
間
の
過
程
に
お

け
る
教
訓
や
課
題
を
国
内
外
へ
発

信
す
る
こ
と
が
、
震
災
復
興
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
本
市
の
責

任
・
使
命
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

　
　
　
復
興
計
画
終
了
後
の
新
年
度

に
、
経
験
や
教
訓
、
災
害
法
制
度
の

課
題
等
も
含
め
復
興
事
業
の
成
果
と

と
も
に
総
括
し
、
広
く
発
信
し
た
い
。

　
　
　

本
市
の
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
独
自
性
や
優
位

性
、
社
会
的
意
義
を
伺
う
。

　
　
　

下
水
処
理
場
で
の
循
環
モ

デ
ル
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、
広
く

実
用
化
さ
れ
れ
ば
環
境
負
荷
の
低

減
に
大
き
く
資
す
る
と
考
え
て
い
る
。

◯
実
用
化
に
向
け
た
検
討
の
進
捗

◯
基
礎
研
究
終
了
後
の
外
部
資
金

　

導
入
や
提
携
先
の
見
通
し　

◯
職
員
異
動
に
よ
る
体
制
の
不
備

　
　
　

Ｗ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

連
し
、
市
民
協
働
の
在
り
方
へ
の

所
見
と
費
用
対
効
果
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

協
働
事
業
を
通
じ
て
市
民

の
思
い
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
る
。
短
期
的
な
効

果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
効
果
の
継
続
に

努
め
、
今
回
の
成
果
を
長
く
活
か
す
。

◯
地
下
鉄
東
西
線
の
利
用
者
数
増

　

加
に
向
け
た
施
策

◯
自
転
車
安
全
対
策
の
方
向
性　

　
　
　

投
票
率
向
上
の
た
め
選
挙

期
日
の
統
一
が
必
要
。
見
解
を
伺
う
。

え
方
や
方
針
等
を
示
し
、
新
年
度

に
は
企
画
提
案
を
幅
広
く
募
る
な

ど
具
体
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

○
東
西
線
開
業
後
も
営
業
努
力
を

　

継
続
し
増
客
対
策
の
実
施
を

○
Ｊ
Ｒ
在
来
線
の
新
駅
設
置
に
向

　

け
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を　

　
　
　

妊
娠
か
ら
出
産
、
就
学
前

ま
で
の
総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
仕

組
み
（
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
）
の
導
入
を
。

　
　
　

国
の
新
た
な
事
業
の
枠
組

み
も
活
用
し
「
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
仙
台
」
の
構
築
を
目
指
し
た
い
。

○
こ注
６
ど
も
笑
顔
の
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

　

ク
ト
事
業
の
継
続
を　

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
相
談
窓

　

口
の
電
話
料
金
の
無
料
化
と
通

　

知
カ
ー
ド
の
点
字
対
応
の
推
進

　
　
　

車
い
す
の
方
が
市
バ
ス
に

乗
る
際
、
３
日
前
の
予
約
が
不
要

と
な
っ
た
朗
報
を
広
く
告
知
せ
よ
。

　
　
　

広
く
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

不
妊
去
勢
手
術
済
み
の
地

域
猫
と
野
良
猫
を
見
分
け
る
工
夫
を
。

　
　
　

獣
医
師
会
と
調
整
し
、
猫

の
耳
先
に
切
り
込
み
を
入
れ
る
。

○
学
都
仙
台
フ
リ
ー
パ
ス
の
拡
充

○
狭
い
歩
道
上
の
バ
ス
停
で
も
工

　

夫
し
上
屋
や
ベ
ン
チ
の
整
備
を

　
　
　

仙注
７

台
発
そ
な
え
ゲ
ー
ム
の

普
及
推
進
策
に
つ
い
て
伺
う
。　

　
　
　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
習
会
や
地
域
の
防
災
訓
練
等
で

活
用
し
て
い
る
。
今
後
の
普
及
拡

大
手
法
を
検
討
し
、
仙
台
発
の
防

災
の
知
恵
を
全
国
に
発
信
し
た
い
。

○
市
営
・
共
葬
墓
地
使
用
の
現
状

○
未
利
用
の
市
有
地
等
の
有
効
活
用

○
障
が
い
者
の
給
油
時
へ
の
配
慮
に

　

つ
い
て
給
油
事
業
者
へ
周
知
を

　
　
　

負
担
軽
減
の
た
め
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
制
度
は
現
物
給

付
化
し
所
得
制
限
も
な
く
す
べ
き
。

　
　
　

現
物
給
付
化
に
つ
い
て
県

に
改
善
を
強
く
求
め
て
い
く
。　

○
障
害
の
あ
る
方
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
増
設
へ
市
の
支
援
拡
大
を　

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
引

　

き
上
げ
と
市
の
上
乗
せ
助
成
を

○
実
効
性
の
あ
る
障
害
者
差
別
解

　

消
条
例
の
策
定
と
運
用
を　
　

　
　
　

社
会
保
障
に
関
す
る
施
策

は
生
存
権
と
国
の
責
務
を
規
定
し

た
憲
法
第
25
条
に
立
脚
し
実
施
を
。

　
　
　

憲
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
制

定
さ
れ
た
個
別
法
に
基
づ
き
社
会

保
障
施
策
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

○
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
経
済
的

　

支
援
は
不
可
欠
だ
。
市
独
自
支

　
援
策
に
踏
み
出
す
決
断
を
す
べ
き
。

○
生
活
保
護
世
帯
、
低
所
得
者
へ

　

の
灯
油
代
補
助
を
実
施
す
べ
き

　
　
　

原
発
事
故
の
教
訓
を
基
に

女
川
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
を
。

　
　
　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
審

査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安

心
の
確
保
の
観
点
か
ら
判
断
し
た
い
。

○
市
長
の
政
治
家
と
し
て
の
発
信

○
政注
１
策
重
点
化
方
針
に
目
玉
事
業
を

○
経
済
成
長
デ
ザ
イ
ン
の
現
状
分

　

析
と
目
標
達
成
に
向
け
た
提
言

○
米
価
の
下
落
や
農
家
の
減
少
等
厳

　
し
い
環
境
下
で
の
販
売
額
向
上
策

　
　
　

道
路
な
ど
の
街
路
灯
を
水

銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
換
え
、
環

境
負
荷
と
維
持
管
理
費
の
低
減
を
。

　
　
　

初
期
投
資
の
平
準
化
な
ど

工
夫
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
の
導
入
に
取
り
組
み
た
い
。

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
へ
の
対
抗
策

○
中
山
間
地
の
農
地
集
約
へ
の
対
応

○
集
会
所
等
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

　

と
、
き
め
細
か
な
周
知
啓
発
を

○
野
球
場
と
庭
球
場
を
増
設
す
べ
き

　
　
　

私
自
身
定
時
制
課
程
に
学

び
、
高
校
を
卒
業
す
る
こ
と
が
進

　
　
　
言
葉
や
習
慣
に
違
い
が
あ
っ

て
も
ル
ー
ル
を
守
り
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
支
援
に
、

関
係
機
関
と
連
携
を
強
め
取
り
組
む
。

○
有
事
に
備
え
た
安
全
確
保
体
制

　

の
根
本
的
な
点
検
と
改
善

○
通
学
路
の
安
全
点
検
と
凍
結
対
策

　
　
　

本
市
の
人
口
増
加
に
伴
う

ご
み
処
理
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
向

性
お
よ
び
石
積
最
終
処
分
場
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

紙
類
な
ど
資
源
物
の
さ
ら

な
る
分
別
を
図
る
た
め
の
実
行
性

の
あ
る
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

第
二
期
整
備
完
了
後
の
処
分
場
の

埋
立
可
能
年
数
は
60
年
以
上
あ
る

が
、
ご
み
減
量
等
を
推
進
し
、
で

き
る
だ
け
長
く
使
用
し
て
い
き
た
い
。

○
東
西
線
仙
台
駅
に
分
か
り
や
す

　

い
案
内
板
や
誘
導
サ
イ
ン
を
増

　

設
し
利
用
者
に
優
し
い
環
境
を

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
窓

　

口
の
時
間
延
長
と
休
日
開
設
を

○
荒
井
駅
周
辺
に
常
設
の
体
験
型

　

防
災
教
育
施
設
を
整
備
す
べ
き

○
不
審
者
等
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

　
め
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
員
を

○
民
間
と
連
携
し
た
体
験
型
観
光

　

を
導
入
し
交
流
人
口
の
拡
大
を

　
　
　

観
光
客
誘
致
に
向
け
ビ注
５

ッ

グ
デ
ー
タ
の
把
握
と
分
析
を
。

　
　
　

ニ
ー
ズ
の
把
握
は
重
要
で

あ
り
、
他
都
市
の
活
用
例
を
研
究

し
交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

○
災
害
時
の
権
限
移
譲
の
促
進

○
子
ど
も
の
貧
困
と
奨
学
金
の
創
設

○
当
事
者
参
画
の
障
害
者
差
別
解

　

消
条
例
と
検
証
の
仕
組
み
を

○
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

○
市
民
挙
げ
て
羽
生
選
手
の
表
彰
を

　
　
　

防
災
集
団
移
転
跡
地
の
利

活
用
に
向
け
、
検
討
の
仕
組
み
を

今
年
度
中
に
は
明
ら
か
に
す
べ
き
。

　
　
　

今
年
度
中
に
基
本
的
な
考

路
選
択
の
幅
を
広
げ
る
と
感
じ
る
。

中
退
率
が
全
日
制
課
程
と
比
べ
高

い
定
時
制
課
程
で
の
、
卒
業
へ
の

意
欲
を
高
め
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　

個
々
に
応
じ
た
細
や
か
な

学
習
指
導
や
就
職
支
援
員
に
よ
る

進
路
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
卒
業
後
の
社
会
的
・
職
業
的

自
立
に
向
け
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　

市
長
自
ら
職
員
に
寄
り
添

う
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
や
る
気
を

引
き
出
し
法
令
順
守
に
つ
な
げ
よ
。

　
　
　

現
場
に
お
け
る
職
員
の
思

い
を
共
有
す
る
中
か
ら
組
織
の
活

力
を
見
い
だ
す
こ
と
が
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
で
あ
り
、
な
お
研
さ
ん
を

積
み
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。　
　

○
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
の
在
り
方

○
災
害
等
か
ら
の
都
市
の
回
復
力

○
旧
市
立
病
院
跡
地
の
利
活
用

　

(22) (10) (９) (７) (５) (１) (１)


